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福岡市における自転車が関連する交通事故発生状況 

 

１ 福岡市における自転車が関連する交通事故発生件数 

福岡市では，自転車が関連する交通事故発生件数は，平成 10 年以降，14 年連続で

３千件台を記録し，平成 23 年も 3,279 件を記録する状況にあります。 

平成 19 年以降，全交通事故発生件数が１万３千件台で推移し，平成 23 年は 12,700

件となり減少傾向にある中，全交通事故に占める自転車が関連する交通事故の割合

は増加傾向にあり，平成 21 年以降，４分の１（平成 23 年において 25.8％）を占め

るに至っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 福岡市内における自転車と歩行者の交通事故発生件数 

平成 13 年の 14 件から増加傾向を示し，平成 21 年から３年続けて 50 件を超えて

発生するなど多発しています。 
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３ 自転車が関連する交通事故の区別発生状況（平成 23 年） 

博多区と中央区での発生が多く，平成 23 年中は，博多区 871 件，中央区 611 件で，

両区合計で全体の 45％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自転車と歩行者の交通事故の区別発生状況（平成 23 年） 

博多区と中央区での発生が多く，両区合計で全体の 66％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 年齢別発生件数について（平成 23 年） 

  15 歳から 29 歳未満の発生が多くなっています。 

                              単位：件 

年齢 

区分 

14 歳 

以下

15～ 

19 歳 

20～ 

24 歳

25～ 

29 歳

30～ 

39 歳

40～ 

49 歳 

発生件数 272 462 529 440 546 350 

年齢 

区分 

50～ 

59 歳

60～ 

64 歳 

65～ 

69 歳

70～ 

79 歳

80 歳 

以上
不明等 合計 

発生件数 261 158 93 139 29 0 3,279
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